
表面科学研究室（佐々木・山田研究室 ） 
HP:                http://bukko.bk.tsukuba.ac.jp/~surflab/ 
実験室：　3D210, 3G219 　  
連絡先:　   佐々木：sasaki@bk.tsukuba.ac.jp,   山田：yamada@bk.tsukuba.ac.jp 

●超音速分子線散乱 

●電界放射顕微鏡/電界イオン顕微鏡 

有機半導体、炭素材料を「見る」。～ナノ物理化学～ 

●ナノ炭素材料の電子放出 

●有機分子の自己組織化現象 

　ナノ炭素材料
は極めて優れた
電子放出特性を
示します。 
　いまだに明ら
かになっていな
い電子放出のメ
カニズムを原子
レベルで解明し
ます。 
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　有機薄膜の単分
子層は、特異な物
性を示します。 
　超音速分子線で
は成長過程、構造、
振動状態、化学反
応性を、STMでは
電子状態を調べ、
デバイスへの応用
を提案します。 

　自己組織化
は自然の最も
基礎的な現象
の一つであり、
有機ナノテク
において特に
重要です。 
　STMで分子
の自己組織化
の基礎を調べ、
これを利用す
るデバイスを
提案します。 

　表面では、低次元
ナノ構造の作製が
可能となります。	


　特に、表面構造や
生体分子の自己組
織化利用した一次

元構造の創成を
行っています。	


C被覆 エミッタ	
e- 

   世界的にも珍しい、原子分子ビーム装置です。 
有機分子膜の構造計測や、化学反応のリアルタイム計測を
得意とする、ユニークで強力なツールです。 
有機分子表面と水素の反応や、グラフェンの力学特性等の、
他が追従できないオリジナルな研究を展開します。 

●走査トンネル顕微鏡(STM) 

走査トンネル顕微鏡は、表面の分子や
原子の構造や電子状態を原子レベル
観察できる強力な装置です。 

電界イオン顕微鏡は、実空間、実時
間で原子構造や化学反応を観察でき
るユニークな顕微鏡です。電界放射
顕微鏡では、電界放射パタンを計測
します。 

He+ 

★Graphene 

★Fullerene 

STM 分子線 

★p-n型分子 ★ナノグラフェン ★テンプレート表面 
★生体分子 

アミロイドタンパク 
（白木研との共同研究） 

Si(110)/Ge(110)表面 
（NIMSとの共同研究） 

Li内包フラーレン 
（イデアルスター社との共同研究） 

5 nm	


21°	


2 nm	


C60単分子層の物性計測 

★アモルファス炭素 

（三菱マテリアルとの共同研究） 

★グラフェンエッジ　（シャープペンの芯） 

C60とペンタセンの相互作用 
コロネン薄膜 

1．炭素ナノ構造体からの低電界電子放出の機構の解明 
2．低エネルギーHe原子線源を用いた有機単分子層の
最表面構造計測 
3． Ge(110)-16×2をテンプレートとしたcoroneneナノ
リボンの作製 
4．アルカリドープしたcoronene単分子層の微視的研
究 
5．金属原子ドープによるフタロシアニン単分子膜の変
調 
6.    バクテリオロドプシン単分子膜に及ぼす基板表面
の効果 
 

H24卒論テーマ
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有機EL 有機太陽電池 個々の分子を見る 

有機ナノ世界を「見る」装置 

e- He+ 

超音速分子線散乱(SMB) 

走査トンネル顕微鏡 (STM) 

電界イオン顕微鏡 (FIM) 
電界放射顕微鏡 (FEM) 

自己組織化現象 有機-金属複合体 

水素と表面 有機分子層の力学 

ナノ構造創製 

表面化学反応 

リアルタイム分子イメージング ナノ炭素電子源 

　業界では有名な原子、分子分解能を有する顕微鏡です。 
分子の反応、自己組織化を分子レベルで見ることによって、
新しい物理化学の現象を探索します。 
　有機半導体、生体材料、ナノ構造創製がキーワードです。　 

 FIMは リアルタイムの原子分計測を可能とする顕微鏡です。 
これを用いて新たな分子イメージング手法を開発中です。 
また、FEMでは、ナノ領域からの電子放出を研究します。 
これを用いて、ナノ電子ビーム源を開発中です。　 
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哲学 

 テニス 
長野 

欲しがりません勝つまでは 

下克上 

   次世代の持続可能ナノテクにとって、有機分子等の自己組織化による常温常圧でのものづくりの実現は、革命的な目標です。 
本研究室では、分子レベルでの観察に基づき、次世代有機デバイスの基礎となる、あたらしい物理化学の学理の構築をめざしています。 

このため、ユニークな表面科学の手法を用いた基礎的実験研究をおこなっています。 

X
e 

In
te

ns
ity

 (c
ou

nt
s/

s)
 

Scattering Angle (deg.)	
 Scattering Angle (deg.)	


H
e 

In
te

ns
ity

 (c
ou

nt
s/

s)
 

X
e 

In
te

ns
ity

 (c
ou

nt
s/

s)
 

Scattering Angle (deg.)	


103
2

4
6

104
2

4
6

105
2

4

706050403020

Scattering Angle (deg.)	


H
e 

In
te

ns
ity

 (c
ou

nt
s/

s)
 

協調性／自主性 

   電子ドープC60への水素吸着    グラフェンからのAr散乱    グラフェンのHe原子線回折 

   分子混合  芳香族分子へのアルカリ金属ドーピング    ナノワイヤー創製    バイオ高分子 

   低分子のFIM, FEM    リアルタイム原子計測    シャープペンシル電子源    複雑ナノ炭素電子源 
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